
人事・労務管理には裁判例の理解が不可欠！
多様な重要判例をもとに、実務のポイントを解説！

これだけはおさえておきたい！

ケーススタディ 33
基本労働判例 142の
重要ポイントＱ＆Ａ
岩田合同法律事務所　編　　藤原宇基　編著

● 実務家が会社から相談を受けたときに、まず参照にすることの多い裁判例や、企業の法務部・人事担当者

　 が判断に悩む際に参照すべき裁判例を多数収録。

● 労務問題がどのように裁判で判断されたのか、豊富な実例を基に解説。

企業が一度は遭遇するような
具体的なケーススタディ！

重要判例を踏まえた
実務のポイントを豊富に掲載！

● 採用から退職まで、実務で問題となることの多い 33事例と押さえておくべき 142 の基本判例を収録。

収録事例

ツイッターＩＤ：@nihonkajo

◆ 勤務成績や勤務態度の不良を理由に従業員を解雇することはできますか？

◆ 55 歳以降の賃金を大幅に引き下げることはできますか？

◆ 長時間労働で従業員が自殺。安全配慮義務違反を問われる可能性はありますか？

◆ ハラスメントの加害者を懲戒処分する際の注意点を教えてください

初学者が
知っておくべき
判例を解説！
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ケーススタディで判断基準を詳しく解説

前提事実も記載した
判例解説！

他にも金融機関・学校・広告会社など多数の判例を収録！
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